
 

新しい概念としての脊椎関節炎

 脊椎関節炎(spondyloarthiritis

れる特徴を有する慢性あるいは繰り返す腰背部痛や、下肢に優位な非対称性の少数関節炎

を有し、付着部炎のほか、関節外症状（乾癬、炎症性腸疾患、ぶどう膜炎など）を伴うこ

とが多い疾患群である。HLA

ている可能性も示唆されている

 リウマチ性疾患の分類は、個々の疾患の臨床的特徴や病態生理の理解、遺伝的素因や病

因などの解明によりこれまでも改変され進化してきた。近年、

部位から体軸性と末梢性に分けて、臨床所見や血液検査、レントゲ

所見を組み合わせて作成したそれぞれの分類基準が提唱された。

い分類基準について概説する。

 
従来用いられてきた SpA

Amorの基準(1990)5)では 

 関節炎を非対称性の少数関節炎（

 そのため SpA

落ちる可能性あり
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(spondyloarthiritis；SpA)は炎症性腰痛(inflammatory back pain)
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HLA-B27をはじめとした遺伝的素因や細菌感染が発症に関与し

ている可能性も示唆されている 1-4)。 
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所見を組み合わせて作成したそれぞれの分類基準が提唱された。ここではその背景と新し

い分類基準について概説する。 

SpA分類基準～Amorの基準(1990)と ESSGの基準（

 

関節炎を非対称性の少数関節炎（2～4関節）に限定している

SpAに多い単関節炎や多関節炎患者は SpAに分類されず感度が

る可能性あり 6)。 
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(inflammatory back pain)と表現さ
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ESSGの基準 7)では 

 炎症性腰背部痛あるいは

エントリー基準

 そのため、これらがなく単関節炎や多関節炎あるいは付着部炎や指趾炎を呈

した患者は SpA

 さらに ESSG

れていないため感度が落ちる

加えて Amorの基準や ESSG

てない（区別する是非については後述を参照

 
SpAの範疇に含まれる疾患

 強直性脊椎炎

 乾癬性関節炎

 炎症性腸疾患に伴う関節炎

associated arthritis
 反応性関節炎

 上記に分類できない脊椎関節炎

(uSpA)：“分類不能“や”未分化型“
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炎症性腰背部痛あるいは下肢優位の左右非対称の少数関節炎のいずれか

ントリー基準になっている 

これらがなく単関節炎や多関節炎あるいは付着部炎や指趾炎を呈

SpAと分類出来ない 6)。 

ESSG の基準では、HLA-B27 や NSIADs への良好な反応性が含ま

れていないため感度が落ちる 6)。 

ESSGの基準では、SpAにおける体軸性と末梢性の罹患を区別

（区別する是非については後述を参照 8））。 

の範疇に含まれる疾患 

強直性脊椎炎 Ankylosing Spondylitis (AS) 

乾癬性関節炎 Psoriatic Arthritis (PsA) 

炎症性腸疾患に伴う関節炎  Inflammatory Bowel Disease (IBD) 

associated arthritis 
反応性関節炎 Reactive Arthritis (ReA) 

上記に分類できない脊椎関節炎 undifferentiated Spondyloarthritis 

：“分類不能“や”未分化型“脊椎関節炎と和訳されることが多い

下肢優位の左右非対称の少数関節炎のいずれかが
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Inflammatory Bowel Disease (IBD) 

iated Spondyloarthritis 

と和訳されることが多い 9, 10）。 


